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1. はじめに

　コンクリート充填二重鋼管合成部材(Concrete filled double skin tubular, CFDST)構造は同心円上に二種類の鋼管を

配置して，両者の間のみにコンクリートを充填する構造形式である．このような形式により，従来のコンクリート

充填鋼管部材 1),2)(Concrete filled steel tubular, CFT)と比較して軽量となる利点を有する．

　CFDST の実用化を目的に，著者らはこれまでに CFDST の力学特性に関する系統的研究を行ってきた 3)-7)．そこ

で，本研究ではに引き続き CFDST のせん断特性の把握を目的とした逆対称二点載荷方法による合計 8 体のせん断

実験を行い，内径・外径比(Di / Do)がせん断特性に与える影響について実験的に検討することを目的としている．

2. 実験方法

　供試体一覧を表-1 に示す．供試体数は鋼管厚 ti,

to=1.6 または 2.3mm，内鋼管径 Di=0(CFT), 37.5, 75.0,

112.5 mm の組合せの合計 8 体であり，このパラメータ

は既報 3),4)と同じである．また，測定項目は内外鋼管の

ひずみと変形特性である．

　図-1に載荷方法を示す．供試体両サイドの治具にボ

ルトで固定後，載荷はりを介して 500kN 載荷試験機に

より治具に荷重を分配し，供試体に等しいせん断力を

与える逆対称二点載荷方法である．なお，供試体の幅

b=160mm であるので，本実験のせん断スパン比は概ね

0.5 である．

3. 実験結果と考察

(1)破壊形式

　図-2に s16-000 ならびに s16-1125 の破壊形式をそれ

ぞれ示す．Di=37.5mm までの供試体では，図-2(a)に示

す圧縮ストラットに沿ってコンクリートのせん断破壊

が顕著に現れていた．一方，Di=112.5mm ではコンクリ

ートのせん断破壊は観察されず，圧縮ストラット垂直

方向にに鋼管の座屈が見られた．

(2)変形性能

　図-3にせん断力と変形の関係を示す．なお，x 軸は

供試体の長さ(図-1内，b)で無次元化している．同図よ

り，Di / Do<0.47 であれば CFDST 供試体の 10%までの

変形性能は CFT と一致していることが分かる．

(3)せん断耐力

　図-4にせん断耐力(Vu)と内径・外径比(Di / Do)の関係

を示す．同図より，内径・外径比(Di / Do)が大きくなる

とせん断耐力が低下していることが分かる．
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図-2　破壊形式
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　つぎに図-5に算定せん断強度とせん断耐力(Vu)の関

係を示す．なお，算定せん断強度はせん断力を受ける

RC 部材の Okamura & Higai 式 9)とトラスのせん断機構

の累加強度式を用いることとした．RC の算定方法を

用いて，CFDST の強度を概ね算定できることが分

かった．

4.まとめ

(1)得られた破壊形式は Di=37.5mm までならコンクリ

ートのせん断破壊が顕著に現れた．一方，部材厚が

小さい，すなわち内鋼管径が大きい 112.5 mm の供

試体では，圧縮ストラットと平行な鋼管の座屈が見

られた．

(2)得られた変形性能を Di / Do で比較したところ，Di /

Do<0.47 であれば，CFDST の変形性能は CFT と同等

であった．

(3)RC のせん断耐力式により，CFDST のせん断耐力が

評価可能であることを確認した．
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図-3　変形性能
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図-4　せん断耐力と内径・外径比
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図-5　算定強度と実験強度

表-1　供試体一覧

No. Tag

1 s16-000 1.6 0.0

160

0.00 100.0 330.0 230.8

2 s16-375

31.9

1.6 37.5 0.23 100.0 325.1 227.3

3 s16-750 1.6 75.0 0.47 100.0 317.9 222.3

4 s16-1125 1.6 112.5 0.70 100.0 260.4 182.1

5 s23-000 2.3 0.0 0.00 69.6 422.8 295.6

6 s23-375 2.3 37.5 0.23 69.6 431.7 301.9

7 s23-750 2.3 75.0 0.47 69.6 382.7 267.6

8 s23-1125 2.3 112.5 0.70 69.6 345.8 241.8

f
c
(MPa) t

o
,t

i
(mm) D

i
(mm) D

o
(mm) D

i
/D

o
D

o
/t

o
P

u
(kN) V

u
(kN)

平成22年度土木学会関西支部年次学術講演会

I - 24


